
目指す学校像 『地域で光り、地域を照らす』

教育目標『自分で考え、人とつながり合い、たくましく、豊かに生きる子どもたちを育てる』

・命を大切にし、健康に生きる力をつける

・基礎学力や社会性を身につけ、自立し社会参加する力をつける

・自分の思いを発信し、主体的に生きる力をつける

・人とのつながりの中で、互いの良さに気付き、豊かな心で生きる力をつける

本校の子どもたちは、地域の中で地域の方たちと触れ合い、関わり合いながら生活しています。地域

の中で「自分は幸せに暮らしている。」と実感できるよう「自立と社会参加」に必要な力を小学部段階

からはぐくむことを意識した教育を実施します。

令和４年度から研究テーマとしてきた「12年間を見通した地域社会とつながりあう教育実践づくり」

において、本年度はさらに地域との協働に力を入れ、「社会に開かれた教育課程」を具現化すべく、活

動の場を学校から地域に広げ、地域社会とのつながりや地域の方々との協働を大切にして教育活動を進

めます。今後とも、子どもたちの活動にお力添えくださいますようお願いいたします。

教育目標

入学式

４月９日（水）、桜満開の中与謝の海支援学校入学式を挙行し、小学部に７名、中学部に11名、高等部に
10名の児童生徒を迎え入れました。
新入生は、新しい友達、新しい先生との出会いに緊張している様子も見られましたが、温かい拍手に迎え

られる中、会場に堂々と入場し、新入生呼名では、一人一人が返事や挙手、表情等で応えることができました。
また、在校生代表児童生徒は、新入生に歓迎の言葉を送り、新入生代表生徒は、決意の言葉を力強く述べるな
ど、新入生・在校生ともに、新しい学校生活への期待と意欲にあふれる入学式となりました。
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５月 １日(木) （寄宿舎）岩滝まつり ６月 ２日（月）～６（金） （高等部１組）校内実習

７日(水)～９日（金） （高等部）前期進路相談 ９日（月）～ （高等部３年生）企業等実習

１３日（火）・水曜校時 個人懇談 10日(火) （小学部）あそ子ども交流会

1４日(水) 個人懇談 １１日（水） （中学部）橋立中学校との交流会

2１日(水)～2３日(金) 高等部２年生修学旅行 ２０日（金） 中学部授業参観日

29日(木) 授業参観
緊急時引き渡し訓練

２３日（月）
～２６日（木）

（高等部２～４組）校内実習

３０日(金) 学校説明会 ２４日(火) 小学部授業参観日

２５日(水) 高等部授業参観日

５・６月の予定 ※行事等は変更する場合があります。

丹後地域教育支援センター よさのうみ
丹後地域教育支援センターよさのうみは、丹後地域における特別支援学校として特別支援教育のセンタ
ー的機能を発揮する地域支援センターです。就学前の教育等機関や地域の学校に在籍する、幼児・児童生
徒の日常生活の困難さや学びづらさについて相談支援を行っています。丹後地域における相談の特徴は、
各市町の保健師や通級指導教室担当、作業療法士(OT)などの専門家と連携しながら巡回相談を行っている
ところです。
一人一人に寄り添いながら、関係機関との連携を図り、乳幼児期から社会参加まで切れ目ない支援をつ
なげていけるよう取り組んでいきます。丹後地域教育支援センターよさのうみの活動に御理解と御協力い
ただきますようお願いします。

高等部～進路状況～

相談支援内容
❏教育相談（巡回相談、来校相談、電話相談等）
～障害や発達について困っていること、悩んでいること～
❏研修会等への講師の派遣
※理解教育の申込は8月末までにお願いします。
❏研修講座の開催
❏教材に関する相談、教具の貸し出し
❏特別支援教育に関する情報提供
＊校内外の専門家が相談支援チームを組んで対応します。

教育相談窓口
❏月曜日～金曜日

（学校休業日を除く）

❏受付時間

８時30分から17時まで

❏連絡先

電 話:0772－46－2770

ＦＡＸ:0772－46－2771

令和６年度卒業生20名は、それぞれの進路先で、新しい生活をスタートしました。
４月初めの入所式や入社式では、たいへん緊張しながらも、新しい場所や人との生活や仕事に馴染もうとし
ている姿が見られ、社会人として一歩を力強く踏み出していました。入所や入社後、すぐに受注の作業や清掃
の仕事に入られた方や、研修を受けられてから仕事に入られる方など様々です。卒業生については今後も、各
支援センターなど関係機関と連携しアフターケアを行っていきます。

～令和６年度 高等部卒業生の進路先～

マ・ルート(生活介護)、野田川共同作業所(就労継続支援B型)、工房シーガル(就労継続支援B型)、ビー

プラス(就労継続支援B型)、かがやきの杜(就労継続支援B型)、みねやま作業所（生活介護）、おおみや

共同作業所（就労継続支援B型）、四つ葉ハウス（就労継続支援B型）、夢織りの郷つむぎ（生活介護）、

株式会社丹後フーズ（調理補助・接客）、公益財団法人丹後中央病院（看護補助・事務補助）、株式会

社しまむら（接客・商品管理）、京都プラス精機株式会社（製造）、共同会社シークプラス（美容アシ

スタント）、有限会社誠武農園（農業）

軽作業

農耕

清掃

接客


	スライド 1
	スライド 2

